
高品質果実生産のための施肥管理

施肥量と隔年結果性
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温州みかんにおける窒素施用量と収量 （長崎果試改）
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温州みかんに対する年間窒素施用量と収量の推移
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秋肥の移行先

秋肥成分の移行先
秋肥は翌年の新葉、新梢、
幼果へ高い割合で移行する

（四国農試改）

秋肥は翌年の新葉、新梢の発生に使われ、充実した花芽が着果の安定を促す。また、施肥量を減らすと、隔年結果が助長
され、収量、果実品質が低下する。

施肥量と果実品質

施肥量が減ると収量が減る

施肥量が多すぎても、少なすぎ
ても、果実品質は良くない

施肥量を減らすと徐々に隔
年結果が増大する

（南予分場改）
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温州みかんにおける窒素施用量と果実品質
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（長崎果試改）




